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１． 研究計画の概要 

本研究は、(1) シングルパスデザインの構成、

及び (2) ２パスデザインの構成に関する研

究を行うものである。 (1) に関しては、

"graceful labeling" の研究を行う。現在構

成されている tree について、その構成法を

吟味し、新しい構成法を研究する。(2) に関

しては、完全グラフの２パスデザインと、完

全二部グラフの２パスデザインの構成法を

研究する。 

 

２． 研究の進捗状況 

本研究は、(1) シングルパスデザインの構成、

及び (2) ２パスデザインの構成に関する研

究である。 (1) に関しては、いくつかの新

しい tree について graceful labeling を構

成した。(2) に関しては、黒色１因子から

Dudeney 集合が得られることを証明し、完全

グラフの新しい Dudeney 集合を構成した。 

 

３． 現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）(1) シングルパスデザインの構成に

関しては、いくつかのtreeについてgraceful  

labeling を構成したこと、また、(2) ２パ

スデザインの構成に関しては、新しい手法に

より完全グラフの Dudeney集合を構成したこ

とにより、おおむね順調に進展しているとい

える。 

 

４． 今後の研究の推進方策 

完全二部グラフの２パスデザインの構成は、

本研究課題の当初研究目的の一つであるが、

現在、未達成である。そのため、H22 年度は、

主に完全二部グラフの２パスデザインの構

成について研究を進め、その成果を海外の学

会で発表する予定である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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